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論　　文　　の　　要　　旨

　この論文はより高い超伝導転移温度Tcを持つ銅酸化物超伝導物質をみつけることを目的として行われた研究

を述べたものである。この目的のための材料設計の要素として（1）ブロッキングレイヤーに配置する元素の種類，

（2）ブロッキングレイヤー内の酸素の配置，（3）Cu02面の枚数，に注目し，設計した物質を合成する手段に

高圧合成を積極的に用いている。

　この結果として，GaとA1をブロッキングレイヤーに含む新超伝導化合物群の合成に成功している。Gaを含

むGa系超伝導体GaSr2（Y1－xCax）C独207（Ga－1212系）については，高圧合成において，x＝O－1．Oにっ

いて合成可能であることを示しx＝O．6のときTcは最高49Kを示すことが分かった。また，GaSr2Can－1C㎜0

2n＋3で表されるホモロガスシリーズのうちΩ＝3－5の物質を高圧合成により作製しn＝3の場合はTc＝70

K，r4の場合はTc＝107Kであることを示した。

　GaSr2（Y1－xCax）Cu207（Ga－1212系）の常圧合成においては，単一相とはならず，部分溶融した相と

共存してCa位置にYを部分置換したGaSr2Ca2Cu309相が存在し，これがTcが70Kを示す相であることを

明らかにしている。

　またA1Sr2CaガユC㎜02n＋3のホモロガスシリーズのうちn＝3－5の物質の作製を念頭におき，Tc＝89K

のA玉Sr2Ca2Cu309（あるいはA1Sr2（Y，Ca）Cu207），Tc＝110KのA1Sr2Ca3Cu40u，Tc＝83Kの

A1Sr2Ca4Cu50工3を作製する事ができた。

　以上の他，高圧合成の熱力学的原理や高圧合成の実際的手法などが論じられている。

審　　査　　の　　要　　旨

　銅酸化物の高温超伝導体を，高圧合成という特異な手法を用い，またブロッキングレイヤーの構成元素と

Cu02面の枚数を変化させることにより系統的に探索し，その結果100Kを越える超伝導転移温度を有する銅酸

化物新超伝導体を2種新たに見いだすことができた。この点がこの論文の研究結果の優れた点である。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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